
 様式９  

 

 一般競争入札仕様書等に関する回答書
 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令 和 ７ 年 ３ 月 ５ 日

 

 　入札参加希望者　様

 

                                                         　福島県警察本部警務部会計課長

                                                                  　

 

  　公 告 日
令 和 ７ 年 ２ 月 2 6 日 　 公 告 第 3 4 号

　及 び 番 号

  　
令和７年度福島県警察RPA・AI-OCR導入事業委託業務　一式件 名 及 び 数 量

  

回　　　答　　　事　　　項

 質問１　p.2 Ⅰ(1)ア

　　　　「令和７年４月１日までにライセンスは調達し、ライセンス更新作業等の必要な作業を

実施すること」とございますが、ライセンス調達に係る事務手続には着手しますが、福島

県警様への納品をお約束できるものではございません。この事は可及的速やかにご対応す

 ることでご容赦頂けると考えて宜しいでしょうか。

 

回答１　受託者の責めに帰することができない事由であれば、委託契約書第４条第１項に基づき

変更が可能です。ただし、遅延の事由が妥当であると認められない場合、委託契約書第９

又は遅延による損害賠償が発条１項の規定により契約の解除及びそれに伴う違約金、

 生する可能性はあります。

 

 質問２　p.8 ６　実施体制

　　　　「その際、受託者は、業務責任者、主任担当者のほか、RPA担当責任者、AI-OCR担当責

任者、再委託者等を含めたプロジェクト体制について、当該書面に盛り込むこと 」とご。

 ざいますが、上記体制は一部兼務する体制でも宜しいでしょうか。

 

 回答２　RPA担当責任者及びAI-OCR担当責任者は兼務でも構いません。

 以　上


